


 

 

～講評～ 

第１問 イオン交換膜法による水酸化ナトリウムの製法の典型的な問題。 

第２問 化学平衡に関する典型的な問題。 

第３問 選択形式の小問集合。ここまできちんと勉強してきた受験生なら解けるはずの問題。 

第４問 藤田医科で頻出の有機化合物の構造決定の問題。問題文の「化合物 C は異性体をもたない」は「芳香族化

合物の異性体をもたない」と解釈すべきだろう。 

第５問 アミノ酸に関する典型問題。 

第６問 合成繊維に関する典型問題。 

 

 昨年度と同様の大問６題の出題だった。例年と比較して、やや典型問題の割合が増加し、解きやすかったのでは

ないだろうか。そのためボーダーは７割前後になると思われる。 

 


